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まず、妊娠 15.5 日 C57BL/6 マウスに揮発性吸入麻酔薬セボフルラン (2%、
3–5時間)を投与した後、半定量的 PCR法、ELISA法により胎児脳における炎
症性サイトカイン  [ interleukin (IL)-1β, IL-6, IL-17 と tumor necrosis 
factor-α ]の発現を検討した。セボフルラン投与群では対照群に比べて IL-6 発
現が有意に多かったが、他の炎症性サイトカインは有意な発現を認めなかった。
他の揮発性吸入麻酔薬（イソフルラン、ハロタン、エンフルラン）も同様に胎
児脳で IL-6 発現を増加させたが、静脈麻酔薬プロポフォールでは IL-6 発現の
変化は認めなかった。次に、培養細胞を使用してセボフルランが胎児脳におい

































においてもセボフルランは IL-6 発現を誘導し、 IL-6 誘導機構のうち
























要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
